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一般社団法人 水難学会  

 

 

 

令和７年度定時会員総会 

  

日 時 令和 7年 6月 14 日（土）午前 11 時 15 分から 

場 所 大阪大学 箕面キャンパス（大阪府箕面市船場東 3-5-10） 

議 案 

   第１号議案 令和６年度事業報告について   資料１ 

   第２号議案 令和６年度決算について   資料２ 

   第３号議案 役員改正（案）について   資料３ 

   第４号議案 令和７年度活動方針について   資料４ 

   第５号議案 令和７年度事業計画（案）について  資料５ 

   第６号議案 令和７年度予算（案）について   資料６ 

   その他       資料７ 
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資料１ 

 第１号議案 令和６年度事業報告について 
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資料２ 

 第２号議案 令和６年度決算について 
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資料３ 

 第３号議案 役員改正（案）について 

 

水難学会理事・監事 候補者一覧 

2025 年度-2027 年度 

 

理事候補者 

 安倍  淳 

 犬飼 直之 

 大友 正明 

 大湊 佳宏 

 木村 隆彦 

 斎藤 秀俊 

 篠田 利男 

 秦  辰也 

 新西 道浩 

 田井健太郎 

 田村 祐司 

 鳥海  崇 

 永原 順子 

 安行由美子 

 

監事候補者 

 中内  哲 

 山下  丞 

  



 10 

資料４ 

 第４号議案 令和７年度活動方針について 

 

令和７年度活動方針（案） 

令和７年６月１４日  

 

（１）ういてまて から シン・ういてまてへの飛躍 

 水難学会会員の総力により、ういてまて普及は、順調に進み、社会生活の中での認知度が向上

し、わが国の子どもの水難事故死の低減に大きく寄与した。 

 そこで、「ういてまて」から「シン・ういてまて」の普及に段階を上げることとする。 

 そのため、水難学会が主催する国内普及部門では、会員のシン・ういてまて教育に注力し、会

員が全国各地でシン・ういてまて講習が開催できる支援体制を構築する。 

 

（２）水難学研究活動の推進 

 学術団体としての水難学会の認知度と使命感を活かし、外部資金を獲得した上で、水難事故調

査や農業用水施設の安全技術調査、特定企業等との共同研究を推進する。 

 

（３）水難学会の組織改革について 

 水難学会が将来に渡り水に親しむ社会の発展に寄与し得る組織であり続けるための基盤づく

りに取り組む。 

 特に災害・救命胴衣をテーマとしたシン・ういてまてを普及するため、積極的な組織改革を進

める。 
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資料５ 

 第５号議案 令和７年度事業計画（案）について 

 

令和７年度水難学会事業計画(案) 

◯通常理事会(2 回)及び理事打合せ会(毎月)  

◯水難学会総会(6 月)  

◯学術講演会等(前期、後期、会員セミナー) 

◯広報事業(会報 63 号発行、資料映像記録、ミニレター発行など)  

◯講習事業(認証指導員養成(プール)、シン・ういてまて普及など)  

◯国際交流事業("uitemate"海外普及活動など)  

◯技術調査関連事業(技術認証、水難事故防止啓発品の制作、会議など) 

◯共同研究事業(実証研究など) 

◯安全管理関連事業(講習会の安全に関することなど) 

◯水難予防教育関連事業(水難予防教育など) 

◯水難事故調査 ※日本財団助成事業 神奈川県横浜市・厚木市(7 月)、岡山県新見市(8月)、岐

阜県岐阜市(9月)  

◯統括指導員会議等の諸会議 

◯会員研修会(12月・リモート)  

◯水難学会事務事業(事務員雇用、会計士委託、ICT事業など) 

◯講習機関認定制度事業  

◯シン・ういてまて研修(学科及び実技・5回程度)  
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資料６ 

 第６号議案 令和７年度予算（案）について 
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資料７ 

 その他 

 

 令和８年度（来年度）から定款施行細則を変更する案を提案します 

 

 令和７年度水難学会総会において、令和８年度から定款施行細則を変更する案を審議してい

ただきます。 

 

 ◎年会費を 10,000円から 6,000円に減額します 

 ◎実績ポイント制による会費減額を廃止します 

 

【説明】 

 令和３年６月１３日に開催した「令和３年度水難学会総会」において、年会費の値上げと実績

ポイント制による会費減額を含めた水難学会定款施行細則を変更し、これまで会員各位から提

出される実績報告に基づき、事務員がポイント集計を行い、会員それぞれの年会費額を算出した

上で会費納入を依頼してきました。 

 この作業には、相当の時間を要します。 

 水難学会の決算、予算を確認いただければわかるように、現在の水難学会会費収入では、事務

員をフルタイムで雇用することが困難であり、助成金や研究費等の獲得により学会事務以外の

業務を兼ねることで雇用を維持しているのが現状です。 

 ただ、学会事務自体を見直さなければ事務量削減には至らず、結果として他業務に支障を来す

事態を招いています。 

 そこで、年会費値上げの条件として設けた実績ポイント制を廃止し、併せて年会費を減額する

ことで、会員各位の負担と学会事務の軽減を図ることと致しました。 

 この処置については、令和７年度水難学会総会に諮り、承認を得ることができましたら令和 8

年度会員更新から年会費額変更を適応することと致します。 

 また、令和８年度水難学会総会では、変更事項に併せた水難学会施行細則の変更を審議いただ

くこととなります。 

 会員各位におかれましては、この度の提案につきまして理解いただきますようお願い申しあ

げます。 

  

  水難学会会長 木村 隆彦 
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 令和７年度から水難学会指導員（プール）養成講習会が民間団体により行われます 

 

 会員の皆様に広報したとおり、令和７年度水難学会総会終了後から、水難学会認証法人が主催

する「指導員（プール）養成講習会」が開始されます。 

 現時点で３法人が水難学会認証を取得しており、今後はこれら法人による指導員養成や指導

員研修が各地で開催されますのでご承知おきください。 

 

 水難学会指導員（プール）養成機関名簿 

 ◎一般社団法人ウォーターセーフティプロモーション（東京都） 

 ◎株式会社水難総合研究所（兵庫県） 

 ◎NPO法人ういてまて福岡（福岡県） 

 

  水難学会会長 木村 隆彦 

 

 
 令和８年度（来年度）からボランティア活動保険加入を廃止します 

 

 これまで水難学会では、指導員を対象にボランティア活動保険に加入していましたが、前身の

着衣泳研究会当時から現在至る２０年以上の間に保険金支払い申請が行われたのは、機器水没

による１件だけでした。これは指導員の皆様が安全な講習会、教室の運営を行っていただいた結

果だと感謝しております。 

 このような背景と事務事業見直しを踏まえ、令和８年度からは、ボランティア活動保険の加入

を廃止することといたします。 

 指導員の皆様には、引き続き安全に留意いただき、ういてまて普及に取り組んでいただきます

ようお願い申し上げます。 

 

  水難学会会長 木村 隆彦 


